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目的 t心血管の診断用に開発された血管内超音波検

査 法 (intravascular ultrasonography: IVUS)1)2)が

肝 ・胆 ・際疾患の診断にも活用でき,新 しい画像診断

法 となりうると考え,実 験的 ・臨床的に試用し検討を

加えた。

対象方法 :対象は実験動物 (イヌ,サ ル, ブタ)5

頭 と臨床症例 (肝癌,胆 道癌,胆 石症,Car011病,陣

腫瘍)11例である。装置はCVIS(G00DMAN)社 の

ultrasound inaging system<i catheterヤま20MHzと

30MHzを 使用した。まず実験動物で,腸 間膜静脈から

の IVUSの catheterの挿入の手技 と安全性を確認 し,

さらに門脈内に誘導し門脈像および周囲臓器の描出可

能範囲を観察 し,牌 静脈や大動静脈にも挿入した。一

方,臨 床例の うち,胆 道癌例では拡大肝右葉切除術前

の右下腹部開腹による経回結腸静脈的門脈右枝塞栓術

時に門脈内超音波検査を行い,癌 腫の広が りや門脈浸

潤の有無を検索した。肝癌や胆石症例では術中に胆襲

管から胆管内超音波検査を行い,胆 管および周囲臓器

の結出状態や結石存在の有無などを検討 し,さ らに

Vater乳 頭部 も観察した。また胆道外痩からも胆管内

超音波検査を試みた。眸腫瘍では陣静脈内超音波検査

を施行した。なお,画 像はビデオとプリン トで保存 し,

検査施行後にも検討を加えた。

成績 :実験動物での腸間膜静脈挿入時には,cathぃ

eter先端が硬いために粗雑な操作では静脈壁を穿破

することもあり,十 分な注意が必要 と思われた。また

門脈に接する臓器の描出範囲は血管壁から半径10nlm

以内であるが,門 脈近辺の動脈や胆管さらに膵などが

明瞭に描出できることが判明した。臨床例の うち門脈

内超音波検査施行 4例 では,X線 透視下に障静脈合流

部を同定しそこを基点にオリエンテーションをつけな

がら観察したが,門脈壁は厚さ0.5mm程 の一層に描出

され,周 囲の胆管や動脈および膵や リンパ節も鮮明に

描出され, とくに胆道癌 3例 では門脈浸潤の有無が半J

定できた。また術中の胆管内超音波検査施行 6例 では

門脈内および胆管内超音波検査法一血管内超音波検査
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Fig. I intraportal ultrasonogram (20MHz)

pv: portal vein. sv: splenic vein, cha: common
hepatic artery, panc.: pancreas

胆管壁は厚 さ1.Omm程 に描出され,Vater乳 頭部での

Oddi筋 や胆管 ・膵管合流部の微細な像が得 られ, さら

に 2例 では総胆管内の小結石 も明瞭に結出された。

考察 !IVUSを 用いた問脈内および胆管内超音波検

査法はまだ試行段階であ り,各 部位での正常像を確認

しなが ら病変を観察 している。現時点では胆道癌の門

脈浸潤の半J定には最 も有用であ り,今 後は際胆管合流

異常の描出や際癌の門脈浸潤の判定にも活用で き,肝

胆膵の新 しい画像診断法 とな りうると思われる。
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